
ベバスト・パーキングクーラー

Cool Split 20 かんたん！ガイドガイド

ご使用上の注意

●車の走行中は、本機器の操作をしないでください。
　（クーラー作動中は、エンジンを掛けないでください。）

●本機器の使用中は、TVなどの車載電装品を多用しないでください。

●本機器は高電圧を使用してコンプレッサを駆動しています。
　ご自身で分解したり、改造したりする事は絶対に行わないでください。

●空気の吹出し口や吸込み口に指や異物等を入れないでください。

●異常時は運転を停止して、メインスイッチを切ってください。

●長時間使用しないときは、メインスイッチを切ってください。

●メインスイッチでのユニット停止操作は行わないでください。
　故障の原因となります。

●バッテリは125Ah以上のものをご使用ください。

●詳しくは取扱い説明書をお読みください。
＊仕様は予告なく変更する事があります。

エラーを検出すると…

エラーを検出すると、警告音が鳴り３桁のエラーコードが表示されます。
ON/OFFボタンを押すと警告音が止まり、同時に機器も停止します。
再度ONにした場合に問題が解決していないときは、警告音が再び鳴ります。
機器を止めて販売店に連絡してください。 

エラーコードNo 項目 対処方法

1

2

1 0 1
1 0 1
1 0 2
1 0 3
2 1 2
2 1 4
3 2 1
3 2 2
3 2 3
3 2 4
3 2 5
4 3 4
4 3 6
4 3 7
5 4 1
5 4 3
5 4 2
5 4 4
7 5 1
7 5 2
7 5 3
8 1 1

販売店、取付店にご相談ください

販売店、取付店にご相談ください

OFF後、しばらく涼しい所に移動し
再度ONにしてください

販売店、取付店にご相談ください

窓、ドアを閉めてください

車両を平らな位置に移動してください

電圧確認（29V以上連続3秒以上検出時）

電圧確認（22.6V以下連続3秒以上検出時）

本ガイドは 2017 年11月現在のものです。予告なく変更する場合があります。
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室内機と室外機間の通信異常

（室内機が前方方向に１５度以上傾斜時）
室内機チルトセンサ傾斜検出

バッテリ高電圧検出

バッテリ低電圧検出

コンプレッサ高温度検出

コンプレッサ入力線異常

コンプレッサ過電流異常

コンプレッサ過負荷異常

室内機モータ異常

室内機戻り温度センサ異常

室内機吐出し温度センサ異常

室外機モータ電圧異常

室外機モータ異常検出

室外機モータ過電流検出

冷媒圧力異常

DC-AC 高温度異常

DC-AC 過負荷保護

冷却不良

AC220V 電圧異常

AC220V漏電遮断機作動
室外機にて高電圧電源が検出されない

コンプレッサ温度センサ異常
断線・短絡

3

5

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

コンプレッサ回転異常検出



メインスイッチのON/OFF 

操作パネルと各ボタンの働き（操作部分）

●表面の「ご使用上の注意」をお守りいただき、安全快適にお使いください。

メインスイッチON

メインスイッチ（室内機に向かって右側のスイッチ）をONにします。  
待機時赤色LEDライトが点灯し、待機状態になります。 
液晶表示部分は点灯しません。

メインスイッチOFF

メインスイッチをOFFにします。 
暗電流を最低限に抑えた状態になります。 
待機時赤色LEDライトが消灯します。     

ON
メインスイッチ

OFF

赤色LED

※冬季間等、長期間使用しない場合はメインスイッチをオフにしてください。 

※工場出荷時の液晶画面

待機時
赤色点灯

設定温度

風量

ON/OFFボタン
（運転/停止）

FUNCTIONボタン
（各機能を選択）

OFFタイマー時間

運転モード

UP/DOWNボタン
（個別の設定）

操作方法

リモコンの操作方法

①運転

ON/OFFボタンを押す。LEDライト消灯。 　　
室内機ファン　 室外機ファン　 コンプレッサ
の順に作動。
（運転準備が完了するまで約15～20秒かかります。）

②停止

ON/OFFボタンを押す。LEDライト点灯。 　　
室内機ファン　 コンプレッサ　 
約30秒後に室外機ファンが停止。

③温度設定

FUNCTIONボタンを１回押す。 　　
UP/DOWNボタンで温度を選択する。

④風量設定

FUNCTIONボタンを２回押す。
UP/DOWNボタンで風量を選択する。
（AUTO/手動の切り替えも可能。）

⑤オフタイマ設定

FUNCTIONボタンを３回押す。
UP/DOWNボタンでオフタイマ時間を
選択する。　　
（0.5　 1・2・3・4・5・6・7 　 8）

⑥運転モード切り替え

FUNCTIONボタンを４回押す。
UP/DOWNボタンで運転モードを選択する。　
（標準　　POWER　　ECOの切り替え可能）
＊エコ（ECO）モードは、コンプレッサの運転を標準より抑えた
　運転となります。お好みに合わせてご使用ください。

⑦バッテリ電圧・吸込み温度確認

FUNCTIONボタンを３秒以上長押し。  　　
（最初にバッテリ電圧Vが表示し、
約5秒後に温度表示。）

●各機能への直接選択が可能

オフタイマボタン

DOWNボタン

風量設定ボタン

ON/OFFボタン

UPボタン

バッテリ電圧、吸込み温度

※作動停止後3分以上経過後、再起動が可能。



かんたんガイドのエラーコード表のうち、次の４つのエラーはクーラーの故障ではなく、
ご使用方法の注意を促すお知らせとして設定しているもので、お客様の簡単な操作で
エラーを解消することができます。表示された場合は、下記のご対応をお願いします。

エラーが出ても、故障ではありません
べバスト・パーキングクーラー Cool Split 20 かんたん！ガイド

必ずお読みください

症状 対処方法

101

パーキングクーラー使用中に、
車両のエンジン始動や他の電気
機器等をご使用された場合、
電圧降下により、クーラーが停止
する場合があります。

クーラーの電源をいったんOFFし、他の
電気機器をご使用の際は、クーラーの使
用を控えて下さい。

103

室内機の傾きが前方に15度以上、
かつ連続3秒以上感知したときに表
示され、クーラーが停止します。
クーラー作動中に室内機が傾くと、
ドレンから排水ができなくなり、
車内に流出する可能性があります。

車両を平坦な位置へ移動させてください。

214

◆自動復帰なしの場合：

クーラー運転中に電圧が22.6V以下を
３秒間感知すると強制停止となり、
表示されます。

警報を止めるためにメインスイッチをOFFにし
てリセットを行い、車のエンジンを始動
させてバッテリー充電をお願いします。

◆自動復帰ありの場合：

クーラー運転中に電圧が22.6V以下を
３秒間感知すると強制停止となり
表示されます。
その後、電圧が22.7V以上に回復す
ると、警告音が止まり、クーラーが
自動復帰します。

自動復帰を繰り返しますとバッテリー上がりに
つながる可能性があるため、表示された
場合は、直ちにOFFボタンを押してクーラー
を止め、車のエンジンを始動させて
バッテリー充電をお願いします。

811

クーラー始動から30分または、90分
(モデルにより異なります）経過しても、
クーラー設定温度と車内温度との差が
10℃以下にならない場合に表示
されます。

ご使用の環境により表示される場合が
あります。
・ ドアや窓が開いていませんか？
・ 直射日光の影響はありませんか？
（冷却能力を超えている場合があります）

バッテリー電圧
に関する表示
です。

※

※ エラー212が表示された場合は、販売店、取付店にご相談下さい。

× 〇


